
 

●●年●●月●●日 

就労していない方の保育の利用を必要とする理由書 

該当する番号に○印をし、必要事項を記入してください。 

 

児童氏名     伊東 太郎          児童生年月日     ●●年 ● 月 ●日 

児童氏名                    児童生年月日       年   月  日 

児童氏名                    児童生年月日       年   月  日 

保護者氏名    伊東 市郎         就労していない方の氏名    伊東 松子       

 

１ 就労予定     ●●年  ●月  ●日就労予定 → 就労証明書を添付してください。 

 

２ 出産（予定）    ●●年 ●月 ●日 → 母子手帳の表紙及び出産(分娩)予定日記載ページの写しを添付。 

 

３ 病気 病名   ●●●●病    → 医療機関の診断書など、病状及び日常保育の可否等が把握できる書類の 

写しを添付し、状況を記載してください。 

   保育ができない状況 

    痛みで子どもを抱きかかえたりすることができず、保育をすることが難しいため。                                                                    

４ 介護・看護 → 身体障害者手帳、療育手帳、介護保険被保険証、医療機関の診断書など、状況が把握できる書

類の写を添付し、状況を記載してください。 

   介護・看護を必要とする人の氏名     伊東 ○子      保護者からみた続柄     祖母       

   保育ができない状況 

  要介護●で、ヘルパーにも依頼しているが、生活介助が２４時間必要で、保育をすることができない。                                                                     

５ 災害復旧 → 状況を記載してください。 

  自宅が被災し、子どもを日中保育することができないため。                                                                    

６ 求職活動 → ハローワークの登録証の写しを添付し、求職活動の状況を記載してください。 

  ２社面接に行ったが、保育園の入所が決まっていないため採用されなかった。                                                                      

７ 就学 → 在学中の方は在学証明書の写し、入学予定の方は入学を証明する書類の写しを添付してください。 

       ●●学校の２年生。   △△学校に●●年４月 1日入学予定。（３年制）                                                                    

８ 虐待・ＤＶのおそれ → 状況を記載してください。 

                                                                            

９ 育児休暇取得時に、既に保育を利用している子どもがいて継続利用が必要であること。 

→就労証明書に育児休暇期間が明記されていることが必要です。 

     ・下の子の家庭保育をするため、上の子（２歳児クラス）の継続利用を希望。 

     ・上の子（５歳児クラス）で小学校就学前であるため、継続利用を希望。                   

１０ その他    年齢が６３歳となり、足腰が弱くなって、孫を 1日中保育することが難しいため。                                                                        

（注意）記載内容に相違がある場合は、保育所入所決定が取り消しとなることおよび保育の実施を解除することが 

あります。 

記入例 

同居していて、就

労していない18歳

以上の方の氏名を 

提出する日 


